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１．はじめに 

 近年，ほ場整備事業，灌漑排水整備事業などを通じて，より高い生産効率性を重視した環境創造

とほ場および農業水路の管理放棄による農村環境の変化によって，農村地域における生息生物の生

態環境は，管理の影響を強く受ける環境と管理の影響を全く受けない環境に二極化していることが

指摘されている（山本，2015）．後者の環境については，たとえば，土羽構造の水路であれば，植

物の遷移や岸辺の小規模な崩れによって通水機能が低下，喪失し，水路が消失する懸念事例が報告

されている（柿野・伊藤，2014）． 

農村環境における生物多様性を支える機能のひとつとして，畦畔やため池のシフティングモザイ

クが指摘されているが（守山，1998），管理された土羽構造の農業水路でも同じような機能が備わ

っている可能性がある．水路維持管理作業には，泥上げ，堰の設置・除去，用水供給，畦畔の草刈

などがあり，季節や水源・水路構造によって作業する内容は異なる．一方で，管理による水生生物

の生息分布の応答についての研究事例は極めて少ない（久米・森，2012）．そこで，本研究では，

泥上げに着目し，泥上げによる影響が魚類を主とする水生生物の生息分布の応答を把握することを

目的として調査を行った．また，近年，省力化を図るために小型油圧ショベルの使用がみられるた

め，前述の目的と併せて，水生生物の生息分布への影響評価も考慮した． 

２.調査対象水域および調査方法 

 調査対象水域は，栃木県芳賀郡市貝町大谷津上地区に位置する 3ha の谷底面積を有する谷津を流

れる農業水路とした．本水路は，利根川・小貝川水系である．また，ため池および湧水を水源とし

ており，通年通水の土羽水路である．30ｍの調査区を 6 つ設けた．対象とする水路維持管理を泥さ

らいとし，手掘りによって管理されている区間（手掘区；St.2～5），小型油圧ショベルによって管

理されている区間（ショベル区；St.0，1）を設定し

た．なお，St.0 では 2014 年 11 月 16 日に，St.1 は，

2015 年 11 月 21 日に泥上げが行われた．St.2 では，

数年に一度，スコップで数回，St.3～5は，毎年 3月

に多面的機能支払交付金に係る共同作業で泥上げが

実施されている． 

（１）生息環境条件調査：水路ごとに水温を測定し，

5ｍごとに区分した小区間（小 St.）ごとに水面幅，水

深（3 点），流速（3 点）を計測・測定した．水路床の      図 1. 調査対象水域 
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硬度については，ピンポールに 0.5kg の重りを付け，先端が自重によって沈降した際の河床からの

深さとした．水路内の環境構造（えぐれ，カバー，抽水植物、水生植物）の被覆面積を計測し，小

St.の水面面積あたりの被覆面積割合を算出した．また，小 St.ごとに底質を 40ｇ程度持ち帰り，風

乾（80℃以上，24 時間以上）させた後，粒度分析を行った． 

（２）採捕調査：小 St.ごとに上下流端を金網（目合 3mm）で区切り，タモ網（開口 350mm、目

合 2mm）で水生生物を採捕し，魚類は計測板で標準体長（以下，体長）を計測した．11 月の調査

ではショベル区で作業前後に採補調査を 2 回行った． 

（３）貝類採捕調査：徒手により St.0～2 で採捕した．種類を同定し，種類ごとの採捕個体数を計

数した．また，ヨコハマシジラガイの殻長を電子ノギスで計測し，小 St.名をマーキングして調査

後に放流した． 

（４）小型ショベルを用いた泥上げの応答調査：泥上げを行う日と前後日を設けて調査期間を 3 日

間とし，小型油圧ショベルを用いた泥上区において，作業前日・当日・後日での水生生物の移動を

確認するため，定置網 （袖網：目合い 5.6mm，袋＋胴網：目合い 4mm）を上下流端にそれぞれ

上下の向きに設置した．9：00，12：00，17：00ごとに種ごとの採補個体数，および標準体長（体

長）を記録した．また，泥上げによって陸に上げられた水生生物も同様に種ごとの個体数を計数し，

体長を計測した． 

３．結果・考察 

小型ショベルを用いた泥上げ作業後の定置網による採捕個体数，採補調査の採補個体数，泥上げ

で陸に上げられた採捕個体数からドジョウの採補個体数割合を算出したところ，泥上げによって直

接陸に上げられたドジョウは全個体数割合の 14％であった。2014 年では，24％であったことから

直接的な負の影響は大きくないと考えられた．一方で，定置網での採捕個体数割合が 55％であり，

半数強の生息個体が周辺区間（とくに下流側）に逃避したことから 2014 年の結果と同様に小型油

圧ショベルを用いた泥上げによって，ショベル区内の越冬機能は低下したと考えられた．ただし，

2014年の調査結果では，定置網での採捕個体数割合が 3％であったのに対し，泥上げ後の採捕調査

での採捕個体数割合が 73％であった．さらに 2014 年では，泥上げの翌日 17：00 に定置網で初め

てドジョウ他水生生物が採捕されたが，2015年では，実施直後の 17：00および翌日 9：00のそれ

ぞれでいずれも下流側で 40 個体以上のドジョウが採捕された．この違いについては，実施日がほ

ぼ同じ時期だったものの，水温が 2015年で 16.5℃と 2014年の 11.9℃と比べて高かったことから，

応答が早かったと推察された． 

St.0（ショベル区）において，泥上げで陸に上げられたヨコハマシジラガイ個体数は，泥上げ前

の採捕個体数の 45.7％とほぼ半分程度であったことから，St.2 のように採補個体数が極めて高い

区間で泥上げが行われた場合，泥上げによる負の影響は大きいと考えられた．また，2015年 5月

の St.2区間内で St.1マーク個体が採捕されたことから，St.2の生息個体が St.1に供給（移動あ

るいは流下）されていると考えられた． 
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